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麻酔・蘇生科学分野 
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イン」共同執筆 
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11. 龍 恵美, 高田正史疼痛コントロール不良事例から学んだ教訓 オピオイドによる眠気出現を鎮痛効果判定の指
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た医系学生による学童への蘇生教育の検討.平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患等生活習慣疾病
対策総合研究事業循環器疾患等の救命率向上に資する効果的な救急蘇生法の普及啓発に関する研究（H21-心筋-
一般-001） 

2. 丸川征四郎, 高木慶子, 谷山洋三, 長谷敦子, 畑中哲生：心肺蘇生等の救助者に対する「こころのケア」に関わる
研究. 平成21年度厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患等生活習慣疾病対策総合研究事業循環器疾患等の救命
率向上に資する効果的な救急蘇生法の普及啓発に関する研究（H21-心筋-一般-001） 

3. 近藤久禎, 坂本哲也, 鈴川正之, 長尾 建, 長谷敦子, 畑中哲生, 丸川征四郎：消防機関において AEDの不具合が
疑われた事に関する研究. 平成21年度厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患等生活習慣疾病対策総合研究事業
循環器疾患等の救命率向上に資する効果的な救急蘇生法の普及啓発に関する研究（H21-心筋-一般-001） 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

澄川耕二・教授 原子力安全研究協会長崎地区緊急被爆医療ネッ

トワーク調査検討会委員 
文部科学省 

澄川耕二・教授 西日本ブロック地域三次被爆医療協議会委員 文部科学省 

澄川耕二・教授 医道審議会臨時委員 厚生労働省 

澄川耕二・教授 長崎地方裁判所専門委員 最高裁判所 

澄川耕二・教授 長崎県医師会代議員 長崎県医師会 

澄川耕二・教授 編集委員 「麻酔」誌 

澄川耕二・教授 Education Committee Member World Federation of Society of Anesthesiologists

澄川耕二・教授 Faculty Member Faculty of 1000 Medicine 

澄川耕二・教授 学術集会会長 日本麻酔科学会 

澄川耕二・教授 学術集会会長 アジア・オーストラレーシア麻酔科学会 
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澄川耕二・教授 監事 日本臨床麻酔学会 

澄川耕二・教授 理事 日本疼痛学会 

澄川耕二・教授 理事 日本循環制御医学会 

澄川耕二・教授 常任理事 日本心臓血管麻酔学会 

澄川耕二・教授 理事 日本蘇生学会 

澄川耕二・教授 理事 アジア神経麻酔・集中治療医学会(ASNAC) 

澄川耕二・教授 常任理事 長崎医学会 

澄川耕二・教授 理事 長崎大学医師会 

澄川耕二・教授 評議員 日本ペインクリニック学会 

澄川耕二・教授 評議員 日本高気圧環境・潜水医学会 

澄川耕二・教授 評議員 日本レーザー治療医学会 

澄川耕二・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会 

澄川耕二・教授 代表世話人 長崎救急医学会 

柴田治・准教授 代議員 日本麻酔科学会 

柴田治・准教授 幹事 全国国立大学病院手術部会議 

柴田治・准教授 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

長谷敦子・准教授 長崎県医師会災害救急委員会委員 長崎県医師会 

長谷敦子・准教授 長崎県メディカルコントロール協議会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 長崎地域メディカルコントロール協議会副会長 長崎県, 長崎市 

長谷敦子・准教授 長崎市地域保険医療対策協議会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 長崎県救急医療情報システム検討委員会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 女性医師に労働・環境問題に関する検討ワーキン

ググループ委員 
全国医学部長病院長会議 

長谷敦子・准教授 評議員 日本蘇生学会 

長谷敦子・准教授 評議員 日本救急医学会 九州地方会 

長谷敦子・准教授 評議員 日本医学シミュレーション学会 

長谷敦子・准教授 世話人 麻酔科・救急医療研究会 

長谷敦子・准教授 世話人 ここが知りたいフォーラム 

長谷敦子・准教授 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

槇田徹次・准教授 学術集会実行委員 日本麻酔科学会 

槇田徹次・准教授 学術集会運営専門部会長 日本麻酔科学会 

槇田徹次・准教授 評議員 日本集中治療医学会 

槇田徹次・准教授 評議員 日本集中治療医学会九州地方会 

槇田徹次・准教授 査読委員 日本臨床麻酔学会誌 

槇田徹次・准教授 査読委員 日本集中治療医学会雑誌 

槇田徹次・准教授 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

原 哲也・講師 評議員 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・講師 気管挿管実習検討委員会 長崎県メディカルコントロール協議会 

原 哲也・講師 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

趙 成三・講師 実行委員会委員 第 13回アジア・オーストラレーシアン麻酔学
会 
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趙 成三・講師 学術集会運営専門部会部会員 日本麻酔科学会 

趙 成三・講師 サテライトメンバー 日本麻酔科学会 

趙 成三・講師 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

北條美能留・助教 緩和医療ガイドライン作成委員会 
がん性疼痛ガイドライン作業部会 委員 

日本緩和医療学会 

北條美能留・助教 緩和ケア普及のための地域プロジェクト 
長崎地域運営委員 

厚生労働省, 長崎市医師会 

北條美能留・助教 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会緩和ケ

ア医師研修委員会 
長崎県 

北條美能留・助教 質の高い看護師育成事業（がん分野） 長崎県 

北條美能留・助教 長崎緩和医療創薬開発・利用促進グループ 
（INK-G）サブリーダー 

長崎県 

北條美能留・助教 世話人 痛み治療の研究会 

北條美能留・助教 世話人 長崎地域連携懇話会 

北條美能留・助教 世話人 長崎緩和ナーシング研究会 

北條美能留・助教 評議員 日本緩和医療学会 

酒井一介・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

三好 宏・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

吉富 修・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 
境 徹也・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会委員 日本緩和医療学会 
境 徹也・助教 査読委員 Journal of Clinical Anesthesia 
境 徹也・助教 査読委員 Pain Medicine 
境 徹也・助教 査読委員 Journal of Anesthesia 
境 徹也・助教 委員 第三次対がん総合戦略研究事業上園班 
境 徹也・助教 非常勤講師 長崎大学歯学部 
境 徹也・助教 非常勤講師 長崎大学教育機能開発センター 

中村利秋・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

山下和範・助教 長崎地域メディカルコントロール協議会会検証

医 
長崎県 

山下和範・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

高田正史・助教 緩和医療ガイドライン作成委員会 日本緩和医療学会 

高田正史・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会 委員 日本緩和医療学会 

高田正史・助教 長崎大学緩和ケア研修会 研究会企画責任者 長崎大学 

柴田伊津子・助教 消防職員 第 6期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

村田寛明・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会委員 日本緩和医療学会 

 
競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
心筋虚血再灌流障害の克服-RISK pathway及
び抗酸化機構の制御- 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 代表 萌芽研究 
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Gi/o共役型受容体同時活性化による持続的鎮
痛療法の開発 

柴田治・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
気道平滑筋の収縮・弛緩機構の解明：β遮断薬
と Rhoキナーゼ経路の関係 

趙成三・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）  
肝虚血再灌流障害に対する薬理学的ポストコ

ンディショニング法の開発と分子機序の解明 
北條美能留・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）  

オピオイド製剤による二量体化オピオイド受

容体脱感作機構の解析 
北條美能留・助教 塩野義製薬株式会社 

 
代表 がん性疼痛患者を対象とした S�811717（オキ

シコドン塩酸塩注射剤）の継続投与試験 
高田正史・助教 塩野義製薬株式会社 

 
分担 がん性疼痛患者を対象とした S�811717（オキ

シコドン塩酸塩注射剤）の継続投与試験 
高田正史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B)  

レミフェンタニル急性耐性形成の分子メカニ

ズム解析 
柴田伊津子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 

心筋の虚血再灌流障害における Rhoキナーゼ
の役割解明と制御 

稲冨千亜紀・助教 日本学術振興会 代表 若手スタートアップ  
心筋細胞における抗アポトーシス効果：グルタ

レドキシンによる酸化還元制御の解析 

村田寛明・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
µ-δオピオイド受容体複合体を介したレミフェ
ンタニルによる鎮痛メカニズムの解明 

村田寛明・助教 臨床薬理研究振興財団 代表 すぐれた鎮痛効果を持ちかつ耐性形成を回避

する新規モルヒネ髄腔内投与法の開発 

 
その他 
○特筆すべき事項 
① 柴田治・准教授 Review of Journal of Anesthesia 6 articles in 2010 
② 高田正史・助教 緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会（第 0166号） 


